



論 文 内 容 要 旨 
 
 
 題 目 Smad3 Deficiency Leads to Mandibular Condyle Degradation via the  
Sphingosine 1-Phosphate (S1P)/S1P3 Signaling Axis 
（Smad3の欠損はS1P/S1P3シグナル経路を介して下顎頭軟骨変性を生じる） 































TGF-β/Smad3 シグナルと S1P/S1P3 シグナルのシグナルクロストークにより軟骨細胞の遊
走能が制御されており、Smad3/S1P3シグナル経路が健常な下顎頭軟骨の恒常性維持ばかり
でなく、変形性顎関節症の病態形成においても重要な役割を果たしていることが示唆され
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
